
京都大学・理学研究科・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１４３０１

新学術領域研究（研究領域提案型）

2019～2015

太陽嵐の発生機構の解明と予測

Understanding and prediction of the solar storm

７０１９３４５６研究者番号：

一本　潔（Ichimoto, Kiyoshi）

研究期間：

１５Ｈ０５８１４

年 月 日現在  ２   ６   ９

円   129,900,000

研究成果の概要（和文）：本計画研究では、爆発に至るまでの太陽面磁場の発達過程と噴出したフィラメントの
運動、およびそれに伴って発生するコロナ中の衝撃波とコロナ質量放出（CME）の伝播を、全国の関連研究機関
や大学の施設を活用して総合的に観測し、電磁流体方程式に基づく数値モデルでこれらを再現することにより、
以下の成果を上げることができた。すなわち、太陽面磁場に大規模フレアの起因となる構造を特定することで、
従来よりも確度の高いフレア発生の予測スキームを開発し、実用化への準備を整えた。また、太陽面爆発の予兆
現象や噴出現象の観測とCME伝搬モデルにより、地球を襲う太陽嵐の発生をいち早く予測するスキームを開発し
た。

研究成果の概要（英文）：This project aimed to improve our capability for predicting the 
solar-terrestrial environment by understanding the mechanism of solar explosions and the propagation
 of the consequent disturbances to the Earth using physics-based models. As a result, we developed a
 reliable scheme for predicting the occurrence of large-scale solar explosions by identifying its 
trigger mechanism using high-precision measurements of the magnetic fields on the Sun and advanced 
modeling based on physical principles. Also we developed a methodology for forecasting solar storms 
that reach the Earth at the occurrence of the solar explosion by combining optical and radio 
observations and advanced modeling of the solar wind and CME. Some of our achievements are utilized 
in real operation in the space weather forecast center of the National Institute of Information and 
Communication Technology.

研究分野：太陽物理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究によって得られた成果の一部は、情報通信研究機構の宇宙天気予報システムにおいて実用化され、今後激
甚宇宙天気現象による社会インフラの被害低減に資することが期待される。また、本研究で整備した太陽面爆発
監視装置群は、2020年代の太陽活動極大期にも良質なデータを提供し続け、開発中の太陽嵐予測手法の高度化・
実用化につながっていくと期待できる。さらに、本研究で実施した物理原理に基づく爆発予測研究によって得ら
れた知見は、宇宙に普遍的に生起する磁気流体不安定化現象の基礎過程、および系外惑星系環境の理解に貢献す
るものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

 
地球を取り巻く宇宙環境は、太陽から放たれる紫外線や X 線、高エネルギー粒子（放射線）、
および磁化したプラズマの風が激しく変動する世界である。この「太陽地球圏環境」は地球環境
と人間社会にも多大な影響を与えることが分かってきた。1859 年に発生した強力な太陽面爆発
（太陽フレア及びそれに伴うコロナ質量放出(CME)）に起因する巨大磁気嵐（キャリントン・イ
ベント）が現代に起きた場合、電力・衛星・航空・通信網などに前例の無い全地球的な打撃を与
えると考えられている。最新の恒星観測や樹木年輪の解析によってこれを大きく上回る事象が
起きる可能性も指摘されている（Maehara et al. 2012，Nature 485）。さらに、2012 年 7 月に
キャリントン・イベント級の爆発現象が太陽の裏面で現実に発生していたことが最近判明した。
この爆発は幸いにも地球方向に伝播しなかったが、巨大な太陽面爆発に伴う宇宙環境変動（太陽
嵐）は人類社会が想定すべき危険な自然現象でもあることを物語っている。 
太陽面爆発が黒点の磁場に蓄積された自由エネルギーの突発的な解放現象であることはすで
に明らかにされている。また、太陽風の３次元構造を太陽面磁場観測データから再現するモデル
も開発されつつある。しかし、太陽フレアの発生機構と、フレア爆発に伴って現れる巨大 CME 
の形成機構は未だに十分解明されていない。このため、太陽面爆発の発生及びその規模と影響の
予測は依然としてアドホックな経験モデルに依存して行われており、その信頼性は低い。また、
CMEが十分発達した後にその再現を数値的に行う試みは進みつつあるが、CME の発達を事前
に予測する数値モデルは開発できていない。ただし、最近、我が国の「ひので」衛星による精密
な太陽面磁場観測と系統的な計算機シミュレーションの連携よって、太陽フレアのトリガとな
り得る 2 種類の特徴的な磁場構造が初めて特定されるなど、太陽面磁場観測に基づいた爆発の
予測につながる新たな研究が進展しつつある。一方、可視光や電波で観測される太陽面からのプ
ラズマ噴出は、CMEの発生と強い相関があることが知られているため、プラズマ噴出の速度や
コロナ衝撃波の強度は、地球に到達する CMEの発生を実時間に予測する上で有効な情報となる
ことが期待されるが、それを正確に測ることのできる定常観測設備が世界的になく、その整備が
望まれている。 
 
２．研究の目的 
 
本計画研究では上記した学術的背景のもとで太陽地球圏環境の理解と予測の向上を目指し、歴
史的な科学課題である太陽面爆発の発生機構を解明すると共に、太陽面爆発とその影響の予測
性を抜本的に改善する。そのため、以下の基本目標（１，２）および発展目標（３）を設定した。 
（１）フレアトリガ機構の解明とフレア発生予測スキームの開発 
精密な太陽面磁場観測と先進的な物理モデルの連携により大型フレアのトリガ機構を特定
し爆発過程を理解することで、従来の経験予測モデルより確度の高いフレア発生予測スキ
ームを開発する。 

（２）太陽嵐による地球軌道上変動のリアルタイム予測 
光学観測と電波観測の連携により太陽面爆発からコロナ質量放出に発展する過程を連続的
に捉え、太陽風・CME・太陽高エネルギー粒子のモデリングを高度化することにより、地
球を襲う太陽嵐の重要度を爆発の発生から数時間以内に確率予測する方法論を開発する。 

（３）次世代宇宙天気予報の基盤形成 
観測とモデルの適切な同化手法を開発し、大型フレアの発生前にフレア発生とその影響を
定量的に予測するスキームを構築することで次世代宇宙天気予報の基盤を形成する。 

 
３．研究の方法 
 
本計画では、爆発に至るまでの太陽光球・彩層磁場の発達過程と噴出したフィラメントの運動、
およびそれに伴って発生するコロナ中の衝撃波とコロナ質量放出（CME）を、全国の関連研究機
関や大学の施設を活用して総合的に観測し、電磁流体方程式に基づく数値モデルでこれらを再
現することによって「研究目的」で掲げた課題を達成する。 
第１に、我が国が誇る「ひので」衛星を用いて世界最高精度の光球磁場観測を宇宙研が行うと
共に、彩層磁場の観測を国立天文台が行う。このデータを名大が最近開発したフレア発生モデル
と比較することにより太陽面爆発の発生原因を解明し、最も効果的にその発生と放射スペクト
ル強度を予測する方法論を開発する。 
第 2 に、CME の惑星間空間伝搬を複数機関の連携で連続観測する。まず、太陽面から上昇する
フィラメントの速度場観測を京大飛騨天文台で行う。その後のコロナ衝撃波伝搬を情報通信研
究機構（NICT）の新太陽電波バースト監視システムで捉え、地球軌道に至るその伝搬を名大惑星
間電波シンチレーション（IPS）観測システムで観測する。これらのデータを名大で開発してい
る精密な電磁流体モデル及び JAMSTEC が開発する粒子モデルに導入し、地球軌道における太陽
風擾乱と太陽陽子変動を定量的に予測する。 
図１に本計画における各サブグループによる観測とモデル開発の連携を示す。 



図 1．本計画における観測・モデル開発チームの連携。 
 

 
４．研究成果 
 
（０）観測施設の強化と観測の実施 
  宇宙科学研究所は「ひので」衛星を用いて世界最高精度の光球面磁場観測を行い、飛翔以来蓄
積されたデータも含めて活動領域のベクトル磁場マップのデータベースを構築した。国立天文
台(NAOJ)では彩層磁場観測を定常的に実施すると同時に、観測の高精度化にむけて新しい大フ
ォーマット赤外カメラの開発を行った。京都大学飛騨天文台では、光球・彩層磁場の同時観測を
可能とする多波長偏光分光装置を開発するとともに（Anan et al. 2018）、地球に向かって噴出
するフィラメントの速度を 400km/s まで測ることのできる世界で初めての観測装置、SDDI（Solar 
Dynamic Doppler Imager）を完成させ、2016 年 5月から Hα線による太陽全面観測を開始した
（Ichimoto et al. 2017）。情報通信研
究機構（NICT）の山川観測所では、新た
に高性能化された電波スペクトル計を
立ち上げ（Iwai et al. 2017）、2017 年
よりコロナ中の衝撃波から放射される
電波バーストの定常観測を開始しデー
タを公開している。名古屋大学宇宙地
球環境研究所（ISEE）では惑星間シンチ
レーション観測システム（IPS）による
太陽風およびコロナ質量放出に伴う太
陽風擾乱の観測を実施した。 
 
（１）フレア発生予測スキームの開発 
まずフレア発生予測に関しては、「ひ
ので」や SDO 衛星によって得られた光
球面磁場データから、大型フレアのト
リガとなる磁気中性線上の特徴的な磁
場配位を同定した（Bamba et al. 2017, 
2018）。またそれらのデータから非線形
フォースフリー磁場のデータベースを
構築し、それに基づいて算出される磁
気中性線上の磁場の捻れに関連したパ
ラメータが、数時間のリードタイムで
大規模フレアの発生予測に有効である
ことを見いだした（Kusano et al. 
2020, 図２）。さらに、磁場観測データ

 
図 2．新しい太陽フレアの物理予測スキーム 
(Kusano, et al., in review) によって見出された
2017 年 9 月 6 日に発生した第 24 太陽サイクル最大
の太陽フレアの発生領域と初期不安定磁束の3次元
構造。グレースケールは太陽表面磁場の鉛直法線成
分、黄色は磁気中性線、水色は高自由エネルギー領
域の境界をそれぞれ表す。 



をつかった深層学習によるフレア発生予測システムを開発し（Nishizuka et al. 2018）、NICT
で運用を開始した。これらはいずれも従来のフレア予測精度を有意に高めることが実験的に検
証されており、基本目標（１）を達成したと言える。コロナ磁場モデルのさらなる高精度化を目
的として、光球磁場の観測データを逐次入力するデータ駆動型シミュレーションや（Inoue et 
al. 2016， 2018）、より現実的な光球の物理状態を組み込んだ非フォースフリー磁場計算、とい
った新たな手法の開発にも取り組み、また観測とモデルの比較検討でも進展があった
(Kawabata et al. 2020)。 
質量放出の予測についても、SDO 衛星の光球面磁場データにフィラメント噴出の引き金となる
光球面局所的磁場構造を同定し、飛騨天文台 SDDI では噴出に先立つフィラメント内のプラズマ
運動の活性化を確認するとともに（Seki et al. 2017, 2019）、これらを磁気流体モデルで再現
することに成功した（Kaneko 2020 in prep.）。また、国立天文台の彩層磁場観測からは、フィ
ラメントの磁場方向が南北両半球で系統的に異なるという法則が明らかにされた（Hanaoka and 
Sakurai, 2017）。さらに宇宙研では X線コロナ画像に見られる S字構造（シグモイド）が CME の
発生予測に有効であることを見いだし（Kawabata et al. 2018）、その自動検出アルゴリズムの
開発を進めている。これらによって質量噴出の発生や磁場の方位角を事前予測するための新た
な可能性を開くことができたといえる。尚、NAOJ で開発した大フォーマット赤外カメラについ
ては、太陽光を用いた試験観測によって世界で初めて高速赤外偏光計測機能を実証し、フィラメ
ント磁場観測の高精度化への道を開いた。 
 
（２）太陽嵐による地球軌道上変動のリアルタイム予測 
上述した連携観測システムが整ってまもなく、太陽活動の低下に伴い太陽嵐現象の発生頻度
が極度に下がってきたが、この期間に得られたデータを用いて、以下のような太陽嵐予報への実
用化に向けた研究を進展させた。まず飛騨天文台の SDDI では 40 数例のフィラメント噴出の観
測に成功し（図３）、噴出速度やフィラメントの規模が CME の発生予測に有用であることを見い
だした(Seki et al. 2020, in prep)。また NICT では山川の電波スペクトル計で観測される II
型電波バースト、すなわちコロナを伝搬する衝撃波を自動検出するアルゴリズムを開発し、さら
に名古屋大学と共同して IPS による太陽風擾乱の観測データを、本研究で開発した CME 伝搬モ
デル（Shiota and Kataoka 2016）に入力することによって CME 到達予測精度の向上を図り（Iwai 
et al. 2019）、それぞれ NICT の実時間太陽嵐予報システムへの実装準備を整えた。これらの成
果から基本目標（2）もほぼ達成できたといえるが、CME 地球影響の予測精度をより定量化する
ための解析は現在も進行中である。 
 
 

 
  
図 3．飛騨天文台 SDDI で観測された噴出現象。マイナスの波長は太陽から地球に向かう速度に
対応し、-4A は約 200km/秒である。 
 
（３）次世代宇宙天気予報の基盤形成 
上記の研究に加えて、フレアを発生する黒点がそもそもどのように形成されるのかを理解す
るため、大規模電磁流体シミュレーションによる黒点形成モデルの開発をおこなった（Toriumi 
and Takasao, 2017, Toriumi and Hotta, 2019)。また、地上からは観測できないフレアの紫外
線放射スペクトルを、GOES X 線フラックスや活動領域の特徴量から再現・予測するフレア放射
モデルの開発をおこなった（Kawai et al. 2020, Nishimoto et al 2020, in prep.）。太陽高
エネルギー粒子（SEP）についても、CME 伝搬モデルをベースとした SEP 伝搬モデルの開発をお
こなうとともに、二度の SEP に関するデータ解析ワークショップを開いて CME と SEP 生成の関



連性について調査をおこなった。その結果、II 型電波バーストのスペクトル構造と SEP エネル
ギーとの間に強い相関があること(Iwai et al. 2020)、CME の特徴量と SEP の強度や伝搬方向に
存在するする相関関係の明確化（Kihara et al. 2020 under review）、等の成果が上がってい
る。 
ここで述べた結果は、現象の到来が早すぎるため地球軌道における太陽嵐の実時間予測に応
用することは難しいが、これらを前述した観測や予測モデルの成果と合わせることによって、発
展目標である大型フレアの発生と地球影響までを定量的に予測するスキームを構築することが
でき、次世代宇宙天気予報の基盤形成に繋げていくことが可能となる。 
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What kind of emerging flux can trigger giant solar flares?

Modeling for the Prediction of Solar Eruptions

A prospective view of advanced space weather study in Japan in the 2020s

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本天文学会2018年秋季年会

日本天文学会2019年春季年会

PSTEP/ISEE研究集会「太陽地球圏環境予測のためのモデル研究の展望」

草野完也

草野完也

草野完也

草野完也

太陽研連シンポジウム「太陽研究の現状と将来展望」（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

MHD不安定性の臨界条件に基づく太陽フレア発生予測の試み

MHD不安定性の臨界条件に基づいた太陽フレア発生予測の試み

不安定性理論に基づく巨大太陽フレアの予測について

Predictability of the onset of solar eruptions



2018年

2018年

2019年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

武蔵野大学「数理工学シンポジウム2018」（招待講演）

PSTEP・ISEE研究集会 「太陽地球圏環境予測のためのモデル研究の展望」第3回（招待講演）

International Astronomical Union General Assembly（国際学会）

 ３．学会等名

草野完也

Yoichiro Hanaoka

 ２．発表標題

 ２．発表標題

草野完也

草野完也

MIMS勉強会「AI vs. 数理モデリング」（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Toward the Physics-Based Prediction of Solar Flares Using the Triggered Feedback Instability Model（ポスター）

Professional- Amateur Collaboration in the Scientific Observations of Total Solar Eclipses

太陽地球環境予測における AI vs. 数理モデリング

明日の地球を守る宇宙天気予報

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第８回可視赤外線観測装置技術ワークショップ

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本天文学会秋季年会

花岡庸一郎, 勝川行雄, 森田諭, 鎌田有紀子, 石塚典義

Y. Hanaoka et al.

Yoichiro Hanaoka

花岡庸一郎, 勝川行雄, 森田諭, 鎌田有紀子, 石塚典義

2018 SDO Science Workshop（国際学会）

日米日食観測研究交流会（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

高速偏光変調との同期を実現したH2RG赤外線カメラ

Solar Coronal Jets Extending beyond the AIA Field of View Observed during the 2017 August 21 Total Eclipse

Professional- Amateur Collaboration in the Scientific Observations of Total Solar Eclipses

高速偏光変調との同期を実現したH2RG赤外線カメラ

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

太陽研連シンポジウム

日本天文学会春季年会

太陽研連シンポジウム

花岡庸一郎, 勝川行雄, 森田諭, 鎌田有紀子, 石塚典義

花岡庸一郎, 勝川行雄, 森田諭, 鎌田有紀子, 石塚典義

K.Ichimoto

K.Ichimoto

太陽研連シンポジウム

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

高速偏光変調との同期を実現したH2RG赤外線カメラ

高速偏光変調との同期を実現したH2RG赤外線カメラ (2) 太陽の偏光測定による機能実証

飛騨天文台活動報告 2017 -- 装置開発関連 --

EUVST提案に至った経緯



2018年

2018年

2017年

2017年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

PSTEP-3, International Symposium（招待講演）（国際学会）

The 4th Asia-Pacific Solar Physics Meeting（国際学会）

Helicity Thinkshop 3（国際学会）

 ３．学会等名

Hanaoka, Y., Sakurai, T., and IRMag Group

Hanaoka, Y., Sakurai, T.

 ２．発表標題

 ２．発表標題

K.Ichimoto

K.Ichimoto

Symposium："Large Infrastructures for Astrophysics Synergies and Cooperation between Spain and Japan“:（招待講演）（国際学
会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Statistical Study of the Magnetic Field in Solar Filaments

Chirality of the Magnetic Field  in Solar Filaments

S-J Collaboration in Solar Physics Research and Solar-C

Report from PSTEP-A02, Solar Storm Prediction

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2018年

2018年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
地球シミュレータ報告会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本天文学会秋季年会．

花岡庸一郎, 浅井歩

花岡庸一郎

花岡庸一郎

草野完也、塩田大幸

太陽研連シンポジウム

日本天文学会春季年会．

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

噴出するプロミネンスに見られた波動現象

国立天文台三鷹太陽観測関連の報告

皆既日食でとらえられた極域コロナでのジェット現象

太陽地球環境システムのシミュレーション研究

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

JpGU-AGU Joint Meeting 2017 - 日本地球惑星科学連合

Hinode-11/ISIS-8 Science Meeting（国際学会）

名古屋大学物理学教室憲章記念日講演会（招待講演）

Kanya Kusano

Kanya Kusano

草野完也

Kanya Kusano

FLARECAST Science workshop（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Study of flare prediction based on the critical condition of eruptive instability in the solar corona

Study of Flare Prediction Based on the Magnetohydrodynamic Simulation and the Nonlinear Force-free Field Modeling of Solar
Activity

宇宙地球環境科学と物理学

Studies of flare prediction in PSTEP: Toward the physics-based prediction



2017年

2017年

2017年

2017年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

IAPSO-IAMAS-IAGA Joint Assembly（招待講演）（国際学会）

The 8th International Symposium of Advanced Energy Science～Interdisciplinary Approach to Zero-Emission Energy ～（招待講
演）（国際学会）

1st Asia-Pacific Conference on Plasma Physics（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

Kanya Kusano

Kanya Kusano

 ２．発表標題

 ２．発表標題

草野完也

Kanya Kusano

ポスト「京」で重点的に取り組むべき社会的・科学的課題に関するアプリケーション開発・研究開発「生命を育む惑星の起源・進化と惑星
環境変動の解明」 キックオフ ワークショップ

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Space?Earth Environmental Research as an Interdisciplinary Science

Understanding and Predicting the Onset of Solar Eruptions

サブ課題C 太陽活動による地球環境変動の解明

Integrated Modeling Studies in the Project for Solar-Terrestrial Environment Prediction (PSTEP)

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
AGU Fall Meeting 2017（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Korea-Japan Space Weather Workshop 2017（国際学会）

Kanya Kusano

Kanya Kusano

Kanya Kusano

Kanya Kusano

The 4th Asia-Pacific Solar Physics Meeting（招待講演）（国際学会）

Helicity Thinkshop（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Studies for the prediction of solar flares and CMEs in ISEE and PSTEP

Project for Solar-Terrestrial Environment Prediction (PSTEP)

Study of the Critical Condition of Solar Flares Based on the Analysis of Magnetic Twist

Study of Solar Flare Prediction Based on the Critical Condition of Double-Arc Instability

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

太陽研連シンポジウム「太陽研究の将来展望」（招待講演）

PSTEP・ISEE研究集会「太陽地球圏環境予測のためのモデル研究の展望」第2回

磁気圏ダイナミクス研究会

草野完也

草野完也

草野完也

Kanya Kusano

Fundamental Aspects of Geophysical Turbulence III（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Predictability of the onset of solar eruptions

ダブルアーク不安定性の臨界条件に基づく太陽フレア予測の試みについて

太陽フレアの開始機構

Predictability of the onset of solar eruptions



2017年

2017年

2017年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

NSO workshop, High-resolution solar physics: past, present, future（国際学会）

Recent Development of Solar Observing Instrumentation at Hida Observatory（国際学会）

DKIST CSP Workshop（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

Kiyoshi Ichimoto and Hida observatory team

Shimizu、 T.

 ２．発表標題

 ２．発表標題

K. Ichimoto, T.T. Ishii, K. Otsuji, K. Hirose, G. Kimura, Y. Nakatani, N. Kaneda, S. Nagata, S.Ueno, C. Denis, S. Morita

K. Ichimoto and SOLAR-C WG

JPGU

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

APSPM 2017

Synergy with Hinode/SOT-SP

A New Solar Imaging System for Observing High Speed Eruptions: Solar Dynamics Doppler Imager (SDDI)

The Solar-C Mission; Current Status

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
7th Solar Orbiter Workshop: Exploring the solar environs（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

APSPM (Asian-Pacific Solar Physics Meeting) 2017（招待講演）（国際学会）

Shimizu、 T.

Shimizu、 T.

Shimizu、 T. and McKenzie、 D.

Shimizu、 T.

Daiwa workushop（国際学会）

joing Hinode-11/IRIS-8 science meeting（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Studies for next generation solar physic mission

Long term evolution of magnetic field and flare productivity in AR 12297

NGSPM discussion

Coordinated observations of 3D magnetic field structures during flares and reconnection events

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The US-Japan Workshop and School on Magnetic Reconnection（招待講演）（国際学会）

第17回宇宙科学シンポジウム

太陽研連シンポジウム「太陽系科学の中での太陽研究の将来展望」（招待講演）

Shimizu、 T.

清水敏文

清水敏文、ひのでチーム

清水敏文、 一本潔、  草野完也、 原弘久、 渡邊鉄哉

太陽研連シンポジウム「太陽系科学の中での太陽研究の将来展望」（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

What we have learned from Hinode’s 10 years observations?

10年を迎えた「ひので」：最新研究成果と今後の研究展開

太陽観測衛星『ひので』第III期運用延長期の研究戦略

NGSPM-SOTからの報告



2017年

2017年

2017年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

シンポジウム「2020年代のスペース太陽研究」（招待講演）

日本天文学会2017年秋季年会

ひので-実験室研究会

 ３．学会等名

清水敏文、 一本潔、 草野完也、 原弘久、 関井隆、 渡邊鉄哉

清水敏文

 ２．発表標題

 ２．発表標題

清水敏文、 一本潔、 草野完也、 原弘久、 渡邊鉄哉

清水敏文、 一本潔、 草野完也、 原弘久、 関井隆

日本天文学会2017年春季年会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

次期太陽観測衛星計画に関するNGSPM-SOT検討に基づく提言

Studies for next generation solar physic mission

太陽観測衛星将来計画の国際協力構築のための NGSPM-SOT による検討

3宇宙機関検討チームNGSPM-SOTからの報告

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
スペース太陽研究の到達点と将来像

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

太陽研連シンポジウム「太陽研究の将来展望」（招待講演）

清水敏文、他ひので」プロジェクト

清水敏文、他SOLAR-C WG

清水敏文

花岡庸一郎

太陽研連シンポジウム「太陽研究の将来展望」（招待講演）

ポスト「京」萌芽的課題・計算惑星 第２回公開シンポジウム（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

太陽観測衛星「ひので」:ミッション運?延?III 期の1 年?の観測状況

SOLAR-C_EUVST ミッション提案の概要および?型衛星の機能について

衛星観測による太陽研究の進展と将来展望

太陽シノプティック観測の展開

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2016年

2016年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

SOLAR POLARIZATION 8（国際学会）

Theoretical and observational approaches to the solar magnetic field（国際学会）

太陽研連シンポジウム

Hanaoka, Y., Sakurai, T., IRMag Group

Hanaoka, Y.

花岡庸一郎

花岡庸一郎

科学データ研究会・WDS国内シンポジウム

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Statistical Study of the Magnetic Field in Solar Filaments

NAOJ's synoptic solar observations

国立天文台太陽観測所報告(装置開発等関連)

400年の太陽観測と データ管理



2017年

2017年

2016年

2016年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 2nd PSTEP International Symposium（国際学会）

Space Climate Symposium 201（招待講演）（国際学会）

The 8th CCMC Community Workshop（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

KanyaKusano & Daishi Syukuya

Kanya Kusano

 ２．発表標題

 ２．発表標題

花岡庸一郎, 桜井隆, 赤外マグネトグラフグループ

Hanaoka, Y.

日本天文学会春季年会．

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Hemispheric Asymmetry of Solar Cycle Activities

Opportunities for CCMC-PSTEP Partnership

He I 10830 A 吸収線で見たフィラメントの磁場の方向の統計的性質

Direct Observations of the Magnetic Field in Solar Filaments

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
Conference in honor of Prof. Takashi Sakurai's career（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Space Weather Workshop 2016（招待講演）（国際学会）

Kanya Kusano

草野完也

Kanya Kusano

Kanya Kusano

第2回PSTEPセミナー

JPGU 2016 [P-EM04] Space Weather Space Climate and VarSITI（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

PSTEP: Project for Solar-Terrestrial Environment Prediction

太陽フレア発生機構とその予測について

Challenge of PSTEP Project for Solar-Terrestrial Environment Prediction

Magnetic Helicity and Solar Eruption Theoretical and observational approaches to the solar magnetic field:Achievements and
remaining problems

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

IPCC 2016（招待講演）（国際学会）

European Week of Astronomy and Space Science（招待講演）（国際学会）

East-Asia School and Workshop on Laboratory Space and Astrophysical Plasmas（招待講演）（国際学会）

Kanya Kusano

Kanya Kusano, Yumi Bamba, Satoshi Inoue, Naoyuki Ishiguro, and Johan Muhamad

Kanya Kusano

Kanya Kusano

Hinode-10 Science Meeting（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

MHD modelling study of solar eruptions

The onset mechanism of solar and stellar eruptions

The onset mechanism of solar eruptions

Onset Mechanism of Solar Eruptions



2016年

2016年

2016年

2016年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

ポスト「京」で重点的に取り組むべき社会的・科学的課題に関するアプリケーション開発・研究開発「生命を育む惑星の起源・進化と惑星
環境変動の解明」キックオフワークショップ

スペース太陽研究の到達点と将来像（招待講演）

2016 The 4th AOSWA Workshop Asia Oceania Space Weather AllianceI（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

草野完也

Kanya Kusano

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Kanya Kusano

草野完也

Solar-C Science Meeting（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

2020 年代の重点課題と議論：太陽フレアと宇宙天気研究

Project for Solar-Terrestrial Environment Prediction (PSTEP) in Japan

Topics II Large Scale Explosions & Eruptionflares, CME, and space weather

太陽活動による地球環境変動の解明

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
AGU Fall Meeting 2016（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第13回宇宙環境シンポジウム（招待講演）

草野完也

Kanya Kusano

Kanya Kusano

Kanya Kusano

13th European Space Weather Week（国際学会）

13thAPPC-AIP Congress（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

太陽地球圏環境の予測研究について

Project for Solar-Terrestrial Environment Prediction (PSTEP) in Japan

Onset Mechanism of Solar Eruptions

Physics-based Space Weather Forecasting in the Project for Solar-Terrestrial Environment Prediction (PSTEP) in Japan

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

PSTEP研究集会「太陽地球圏環境予測のためのモデル研究の展望」（招待講演）

太陽研連シンポジウム「太陽系科学の中での太陽研究の将来展望」（招待講演）

次世代シミュレーョン,ポスト「京」萌芽的課題「計算惑星」第1回公開シンポジウム惑星の起源・進化と環境変動解明を目指して（招待講
演）（国際学会）

草野完也

草野完也

草野完也

Kanya Kusano

22ndNEXT Workshop（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

太陽地球圏環境予測のためのモデル研究の展望

科学重点課題 フレアと宇宙天気

宇宙地球環境の未来を探る

Challenge to Solar-Terrestrial Environmental Prediction



2017年

2016年

2016年

2016年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Hinode-10 Science Meeting（国際学会）

Solar-C Science Meeting（国際学会）

The 8th Solar Polarization Workshop（国際学会）

 ３．学会等名

Ichimoto,K.

Ichimoto, K., Kimura, G., Hagino, M., Otsuji, K., Nakatani, Y., Kaneda,N., Ishii, T.T., Ueno, S., Nagata, S., Tei, A.,
Hirose, K.

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Kanya Kusano, Naoyuki Ishiguro, Johan Muhamad,  Satoshi Inoue, Yumi Bamab, Yuki Asahi, Yuta Mizuno

Ichimoto, K., Kimura, G., Hagino, M., Otsuji, K., Nakatani, Y., Kaneda,N., Ishii T.T., Ueno, S., Nagata, S., Tei, A.,
Hirose, K.

International Symposium PSTEP-2（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

NGSPM-SOT　Topic-I: Formation mechanisms of chromosphere, corona, and solar wind

New Birefringent Tunable Filters and Their Applications for  Study of Chromospheric Dynamics

A challenge to the physics-based prediction of solar eruptions

New Birefringent Tunable Filters and Their Applications for Study of Chromospheric Dynamics

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2016年

2016年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
太陽研連シンポジウム「太陽系科学の中での太陽研究の将来展望」

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

シンポジウム「スペース太陽研究の到達点と将来像」

一本潔

一本潔

一本潔, 阿南徹, 原弘久, 久保雅仁, SOLAR-C WG

Kiyoshi Ichimoto, Toshifumi Shimizu, Bellot Rubio, Mats Carlsson, Ted Tarbell, John Raymond

シンポジウム「スペース太陽研究の到達点と将来像」

宇宙科学シンポジウム

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

2020 年代の重点課題と議論：コロナ・彩層加熱と太陽風加速

中口径可視望遠鏡ASOT ミッション：ミッション構想

高精度偏光計測を可能とする宇宙用広帯域波長板の開発

科学重点課題：活動的太陽外層大気の形成機構

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2017年

2017年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

太陽研連シンポジウム「太陽系科学の中での太陽研究の将来展望」

The 2nd PSTEP International Symposium（招待講演）（国際学会）

Solar-C science meeting（招待講演）（国際学会）

一本潔、原弘久、永田伸一、阿南徹、鳥海森

Kiyoshi Ichimoto

Shimizu、 T.

Shimizu、 T.、 Kanoh、 R.、 and Imada、 S.

Hinode-10 science meeting（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

小型衛星光学磁場望遠鏡ASOT (Advanced SOT)

Goal and strategy of the group of solar storm (PSTEP-A02)

Science Objectives Team of Next Generation Solar Physics Mission (NGSPM-SOT): Aims and activity report

Hinode-IRIS Mearsurements of Energy Flux Upwardly Carried by Waves



2016年

2016年

2016年

2016年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

US-Japan Workshop on Magnetic Reconnection（招待講演）（国際学会）

第16回宇宙科学シンポジウム

太陽研連シンポジウム「ひので10年目の成果とSolar-Cを柱とする太陽研究の新展開」（招待講演）

 ３．学会等名

清水敏文、 他Solar-Bプロジェクト

清水敏文

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Shimizu、 T.

Shimizu、 T.

2015 ISEE workshop "International GEMSIS and ASINACTR-G2602 Workshop: Future Perspectives of Researches in Space Physics"
（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

太陽観測衛星「ひので」の最新成果

太陽観測衛星『ひので』:現状と今後の戦略

Recent progress in understanding solar flares and activities with Hinode observations

Magnetic twist in solar coronal magnetic fields and fast reconnection

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2015年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
Coimbra Solar Physics Meeting: Ground-based Solar Observations in the Space（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

太陽研連シンポジウム「ひので10年目の成果とSolar-Cを柱とする太陽研究の新展開」（招待講演）

清水敏文

清水敏文、 井上諭

清水敏文

Hanaoka, Y. and Solar Observatory of NAOJ

日本天文学会2016年春季年会

シンポジウム「スペース太陽研究の到達点と将来像」

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

EUVST: 高感度のEUV/UV分光観測による上層大気の診断

Xクラスフレア前後でのコロナ磁場のねじれ変化とエネルギー解放

Next Generation Solar Physics Mission’s Science Objectives Tea

Past and Present of the Synoptic Observations of the Sun at the National Astronomical Observatory of Japan

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2015年

2015年

2015年

2015年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Hinode-9（国際学会）

Hinode-9（国際学会）

Hinode-9（国際学会）

S. Toriumi, Y. Katsukawa, M.C.M. Cheung

S. Toriumi

Shimizu, T. and Inoue, S.

Shimizu, T.

Workshop on Physics and Diagnostics of Emerging Flux Regions

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Hinode, SDO and IRIS observation and MHD modeling of light bridge structures

Emerging flux and active region evolution

Tracing the release sites of the energy stored in the twisted coronal structure in X-class flares

Observations of emerging flux activities and sunsoit formation,” Observations of emerging flux activities and sunsoit
formation



2016年

2016年

2016年

2016年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

International Symposium PSTEP-1（国際学会）

International Symposium PSTEP-1（国際学会）

International Symposium PSTEP-1

 ３．学会等名

B.V. Jackosn

Kiyoshi Ichimoto

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Nishiki Nozaki

Nobuhiko Nishimura

International Symposium PSTEP-1（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Using world interplanetary scintillation systems for space weather predictions

Goal and strategy of the PSTEP-A02: Prediction of solar storms (invited)

Statistical studies for prediction of IMF-Bz (1)

Statistical studies for prediction of IMF-Bz (2)

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
日本天文学会2016年春季年会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

International Symposium PSTEP-1

Ishii, T.T.

Hirose, K.

S. Toriumi

鳥海森、勝川行雄、Mark C.M. Cheung

International Symposium PSTEP-1

ISSI Flare Meeting（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Observations with Solar Magnetic Activity Research Telescope (SMART) at Hida Obs., Kyoto-U.

Filament Disappearances Observed with SMART, Hida Observatory

Progress Report -Statistical Analysis on the Flaring ARs-

対流に駆動された周期的な磁気リコネクション現象：太陽黒点ライトブリッジの観測・シミュレーション研究

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本天文学会2016年春季年会

US-Japan Workshop on Magnetic Reconnection（国際学会）

日本天文学会2016年春季年会

S. Toriumi, C.J. Schrijver, L.K. Harra, H. Hudson, K. Nagashima

Shimizu, T.

S. Toriumi, C.J. Schrijver, L.K. Harra, H. Hudson, K. Nagashima

KanyaKusano & Daishi Syukuya

Space Climate Symposium 2016（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Statistical Analysis on Flaring Active Regions of the Sun

Magnetic twist in solar coronal magnetic fields and fast reconnection

Statistical Analysis on Flaring Active Regions of the Sun

Hemispheric Asymmetry of Solar Cycle Activities



2016年

2016年

2016年

2016年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

IRIS-7 Workshop（招待講演）（国際学会）

Space Weather Workshop 2016（招待講演）（国際学会）

JpGU 2016 [P-EM04] Space Weather, Space Climate, and VarSITI（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

Kanya Kusano

Kanya Kusano

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Kanya Kusano

S. Toriumi, Y. Katsukawa, M.C.M. Cheung

The 8th CCMC Community Workshop（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

PSTEP: Project for Solar-Terrestrial Environment Prediction

Challenge of PSTEP (Project for Solar-Terrestrial Environment Prediction)

Opportunities for CCMC-PSTEP Partnership

Hinode-IRIS observation and MHD modeling of sunspot light bridges

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
Theoretical and observational approaches to the solar magnetic field: Achievements and remaining problems, Conference in
honor of Prof. Takashi Sakurai's career（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本地球惑星科学連合2016大会

西村信彦

野崎錦

徳丸宗利、藤木謙一、里中大紀、下山智也、中野裕文

Kanya Kusano

日本地球惑星科学連合2016大会

日本地球惑星科学連合2016大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

磁気雲通過開始時刻付近における惑星間空間磁場の計算と観測の比較

太陽圏磁場の動径成分と南北成分の統計解析

サイクル２２－２４の太陽風速度のグローバル分布に見られる南北非対称性

Magnetic Helicity and Solar Eruption

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

IPCC 2016（招待講演）（国際学会）

AOGS 2016

IRIS-6: The Chromosphere（招待講演）（国際学会）

Kanya Kusano

Tokumaru, M., K. Fujiki, D. Satonaka, and K. Hakamada

S. Toriumi, Y. Katsukawa, M.C.M. Cheung

Kanya Kusano, Yumi Bamba, Satoshi Inoue, Naoyuki Ishiguro, and Johan Muhamad

European Week of Astronomy and Space Science（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

MHD modelling study of solar eruptions

Improved relation between the solar wind speeds and coronal hole areas

Hinode-IRIS Analysis of Various Chromospheric Heatings in Emerging Flux Regions

The onset mechanism of solar and stellar eruptions



2016年

2016年

2016年

2016年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Hinode-10 Science Meeting（招待講演）（国際学会）

Hinode-10 Science Meeting（招待講演）（国際学会）

Hinode-10 Science Meeting（国際学会）

 ３．学会等名

Y. Oi, T. Yokoyama, S. Toriumi

Kanya Kusano

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Kanya Kusano

S. Toriumi

East-Asia School and Workshop on Laboratory, Space, and Astrophysical PlasmasTsukuba（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Flux Rope Formation and Eruption in a Quadrupolar Active Region Holding a Delta-spot

Onset Mechanism of Solar Eruptions

The onset mechanism of solar eruptions

Flux Emergence Studies: Past, Present and Future

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
Hinode-10 Science Meeting（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Hinode-10 Science Meeting（国際学会）

Shohei Nishimoto, Kyoko Watanabe, Shinsuke Imada, Tomoko Kawate, Kyoung-Sun Lee

Kanya Kusano

Kumi Hirose, Kiyoshi Ichimoto, Takako T.Ishii, Ayumi Asai, Kenichi Otsuji, Reizaburo Kitai

K.Ichimoto, G.Kimura, M.Hagino, K.Otsuji, Y.Nakatani, N.Kaneda, T.T.Ishii, S.Ueno, S.Nagata, A.Tei, K.Hirose

Solar-C Science Meeting（招待講演）（国際学会）

Hinode-10 Science Meeting（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Statistical analysis of solar flare spectra for the influence of solar-terrestrial environment

Topics II Large Scale Explosions & Eruptionflares, CME, and space weather

A Statistical Study of Filament Disappearances using Ha Full Disk Images

New Birefringent Tunable Filters and Their Applications for Study of Chromo- spheric Dynamics

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
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